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紅葉のはなし 2020.11.10 

朝夕の冷え込もだんだん厳しくなってきましたね。秋も深まり日本の四季も衣替え。紅葉

も一気に加速してきます。そこで今回は、紅葉のおはなし。 

紅葉は落葉樹の葉が落ちる前に色を変えること。紅葉と黄葉と褐葉がありますが、厳密な

区別は難しく、まとめて紅葉と呼ばれます。葉の色が変わるのは老化現象のひとつ。その

メカニズムは光合成をおこなう葉緑素の成分であるクロロフィルが分解されてしまうから

だそうです。秋になり日照時間が短くなると、光合成が割に合わなくなり、光によるダメ

ージの方が大きくなります。そうすると、幹は葉に蓄えられた養分を吸収して、葉っぱを

お払い箱にしてしまいます。その過程で緑色の元となるクロロフィルが分解、光から身を

守る赤い色素のアントシアンが合成され、黄色い色素のカロテノイドも幅をきかせて紅葉

現象が起きるそうです。四季の風景の移り変わりも、植物たちの生き残りをかけた戦略な

んですね。写真は当館を紅く染め抜くナツヅタ（ブドウ科のツタ）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


